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研究成果概要 
本年度は、前述のVCZ法半絶縁性InP基板による10㎜×10㎜×200μmのプロトタイプ検出

器を用いて、115Inのβ崩壊スペクトルの観測と、そのβ線に伴うradiativeな制動輻射線

の影響を測定した（下図参照）。CsIを用いたInP中の115Inのβ崩壊に起因する制動輻射

の測定では、比較的エネルギーの大きい事象が観測された。これは、InP中または周囲の

物質中のU/Th系列の崩壊（例えば207Bi）から生ずるβγを観測している結果が得られた。

一方、厚みの異なるInP検出器による放射線のスペクトルを検証した結果、InP検出器が

測定している電荷は、内部で発生した電子・ホールのキャリアを電場によるドリフトで

捕集しているのではなく、電極表面に誘導された電荷であるとの結論を得た。しかし、

エネルギー分解能が20%と目標の10%に届いていないため、暗電流の低減化を目的として、

新規に電極とInP素子との間に絶縁膜を施したMIS型の検出器を制作した。測定の結果、M

IS型でも予想通り放射線を検出することがわかり、誘導電荷を測定していることを証明

することができたが、暗電流が1/5程度になってもエネルギー分解能は改善しなかった。

従って、キャリアのµτ値、すなわちInPの半導体結晶として格子欠陥等のクオリティの高

い基板を使用することが求められる。一方、10kgプロトタイプ実験IPNOS-phaseIを実施

するにあたり、InP検出器の周囲を覆うシンチレータとして、液体キセノンを使用するこ

とを考案した。この場合、InP検出器が放射線検出器と同時にシンチレータの光を検出す

る光検出器として機能することが求められる。そこで、現有するInP検出器に、ミューオ

ン通過時のCsIシンチレータの

発光を検出させる実験を行っ

たが、シンチレーション光によ

る明確な信号は確認すること

ができなかった。そこで、Au

電極の厚みを100Å程度にする

ことを検討している。 
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